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広
川
文
芸

大橋鮮魚店 創業のきっかけ
　子どものころから料理が得意で、高校生の時に調理
師免許を取得し、卒業後は割烹料理屋に就職しました。
　そこで魚をさばくのが好きになり、スーパーや道の駅
などの鮮魚店で経験を積み「地元でお店を持ちたい」
という思いが強くなり、独立を決意しました。

創業塾で学んだこと・創業補助金の活用
　事業計画や融資までの手続き方法、独立後のお金に
関する知識など、会社員のころでは深く考えていなかっ
た部分まで創業塾でサポートしてもらいました。

今後の展望
　今後は、お昼のランチやバーベキューメニューの提供
も予定しています。広川町唯一の鮮魚専門店として、新
鮮な魚を提供していきますので、ぜひお越しください。

広川町大字久泉 956-7
☎ 0943-32-2000
設立 /2022 年 10 月
事業内容 / 鮮魚小売業代表 大橋考治

お魚屋さんですが「町の
冷蔵庫」として良き倉庫番に
なろうと思っています。献立や
調理法などお困りの際は
ご相談ください！
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▲刺身 500円～ ▲海鮮丼 900円

広川町・創業支援事業者の紹介
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ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

南北朝時代の郷土　その15
～懐良親王と高良山～

　今年１月に久山町で古墳時代
の完形の土

どれい
鈴が発見されました。

　古来、鈴の音には魔よけや
厄除けの効果があると考えら
れてきました。町内でも一條・
森園遺跡では「有

ゆうれいたかつき
鈴高杯」（仮

称）が古墳時代の住居から出土

しています。脚部の空間部を閉
鎖して、中に小石を入れている
ようです。高杯を持って振ると、
カランカランと音がします。当
時の人たちは鈴の音に特別なパ
ワーを感じていたのかもしれま
せん。
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、
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。
そ

の
よ
う
な
由
緒
の
神
社
の
故
で

し
ょ
う
か
、
懐
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。
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ど
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右
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翌
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。
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西
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滞
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縁
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縮
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史
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。

こ
れ
ま
で
15
回
に
わ
た
っ
て
の

連
載
で
し
た
が
、
私
た
ち
の
身
近

に
も
南
北
朝
時
代
の
歴
史
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
完
）▲高良大社の宝器の１つ

である内侍所の鏡（三
角縁神獣鏡）伝祇園山
古墳出土。

▲一條の森園遺跡で出土した有鈴高杯
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